
  

  ○ 平成３０年７月豪雨は，わずか６日間で７月の過去の最大月間降水量を超える雨量を記録する
など，県内各地で観測史上初となる記録的な豪雨に襲われ，多くの人的被害や，家屋やインフラ
といった物的損害など，戦後最大級の被害をもたらした。 

 ○ こうした状況から早期に脱却し，再生を果たしていくにあたっては，単に被災前の状態に戻すだ
けでは，今回の停滞期間による大きな損失を到底埋めることはできない。 

 ○ このため，復旧・復興へ向けて， 
   ・  県民生活や経済活動の日常を取り戻す。 
     ・  単なる復旧・復興ではなく，より力強い軌道へと押し上げる。 
     これらを実現するために， 
     ・  ピンチをチャンスに変える視点で取り組む。 
     この３つを基本方針とした「平成30年７月豪雨災害からの復旧・復興プラン」を策定した。 

 ○ プランでは，『この災害を起点とした，創造的復興による新たな広島県づくり』を目指す姿に位置
付け， 

    ①「安心を共に支え合う暮らしの創生」，  ②「未来に挑戦する産業基盤の創生」 
    ③「将来に向けた強靭なインフラの創生」，④「新たな防災対策を支える人の創生」 
   の４つの柱で施策を展開し，被災された方や，被害を受けられた企業，事業者の方々を，県はもと

より，あらゆる主体で支えながら，県民一丸となって取り組んでいくこととしている。 

 ○ このため，国において，本県の目指す創造的復興が実現できるよう，適切な対策を講じるととも
に，財政面等において，これまで以上の後押しを行うよう強く要望する。 
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